
利尻島におけるニシン漁獲高
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本州の時代区分 年代（西暦）年代（西暦） 北海道の時代区分 利尻島のおもな出来事と文化財 そのほかの文化財

旧石器時代
きゅう  　せっき

ひ　み　こ ぎ

やよ　 い

むろ  まち

かま  くら

へい  あん

な　  ら

あす  か

こ　ふん

あ  づち ももやま

白滝遺跡群

大正3遺跡（帯広）

北黄金貝塚（伊達）

三内丸山遺跡（青森）

三大ピラミッド建設
（エジプト）
上泊3遺跡（礼文）

鷲ノ木遺跡（森）
船泊遺跡（礼文）

国宝「中空土偶」（函館）
カリンバ遺跡（恵庭）

上泊3遺跡（礼文）
鈴谷貝塚（サハリン）

声問川大曲遺跡（稚内）
フゴッペ洞窟（余市）

モヨロ貝塚（網走）

目梨泊遺跡（枝幸）

元地遺跡（礼文）

中尊寺金色堂（岩手）

十三湊遺跡（青森）

きたこがね

わし の き

こい といがわおおまがり

め なしどまり

ちゅうそん  じ こん じき どう

と  さ みなと

ちゅうくう ど  ぐう

さん ない まる やま

縄文時代 縄文時代

・気候温暖化による
 海面上昇

・気候寒冷化による
 海面低下
・関東地方で
 大形貝塚つくられる

・稲作・金属器伝わる

弥生時代

239 卑弥呼、魏に遣使

古墳時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

安土・桃山時代

室町時代

（飛鳥時代）
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栄町キャンプ場遺跡

旧石器時代

・貝塚が各地につくられる

・環状の盛土遺構やストーン

 サークルがつくられる

かんじょう もり  ど　 い    こう

草創期

早期
・沼浦マール（火口跡）
利尻富士町役場遺跡

続縄文時代

擦文時代

アイヌ文化期

ぞくじょうもん

じょう もん

さつもん

あ べ の ひ ら ふ えん せい

鉄鍋が流通し、土器の使用が終わる

1457 コシャマインの戦い

658 阿部比羅夫の遠征

・間宮・宗谷海峡が陸続きになる
・北海道が島となる

原
始

古
代

中
世

前期

中期
・沼浦湿原、南浜湿原の誕生

野塚第2遺跡、種富原野遺跡

大磯1・2遺跡、種富町第1遺跡

野塚遺跡、大磯１遺跡

港町1遺跡

本泊遺跡

種屯内遺跡

亦稚貝塚

ペシ岬燈台遺跡

大磯2遺跡

種屯内遺跡

後期

晩期

オ
ホ
ー
ツ
ク

文
化
期

沼浦海水浴場遺跡

・最終氷期（海面低下）
・気候温暖化による
 海面上昇

大磯2遺跡、種屯内遺跡

大磯2遺跡、ペシ岬遺跡

めい　じ

たい しょう

しょう  わ

へい  せい

1869　蝦夷地を北海道に改める

　　　開拓使の設置

1886　北海道庁を設置

1905　日露講和条約により南樺太の

　　　割譲受ける

1907　樺太庁を設置

1918　開道50年記念博覧会

1923　稚泊航路開航

1955　ニシン不漁（以後とれなくなる）

1972　札幌オリンピック

1983　大韓航空機墜落

1985　青函トンネル開通

1993　北海道南西沖地震

2004　日本ハムファイターズ、

　　　 本拠地を北海道に移転

2011　東日本大震災

1877　宗谷区務所往書留

　　　（利尻島に残る最古の公文書）

1878　利尻郡に鴛泊・石崎・鬼脇・仙法志・

　　　 沓形・本泊の六村を設置

1880　利尻郡各村戸長役場を鴛泊に設置

　　　 大澤寺創立（島内最初の寺院）

1886　利尻学校開校（現利尻小学校）

1890　天野磯次郎、利尻山頂に

　　　 不動明王安置する　　　　　

1892　金刀比羅神社建立

　　　 この頃、南浜獅子神楽が富山県より伝わる

1895　利尻山神社、鴛泊村村社になる

　　　 大澤寺鐘楼堂建立

1896　北海道庁、利尻山気象観測を行なう

　　　 皆既日食を観測

1902　鬼脇村、鴛泊村を設置

1909　小樽航路開航

1910　北見神社、鬼脇村村社になる

1912　ヒグマが二ツ石海岸に泳ぎ着く

　　　 桐山三四郎顕彰碑建立

1913　鬼脇村役場庁舎新築

　　　（現利尻島郷土資料館）

　　　 この頃、利尻・礼文で盛んに袋澗が

　　　 つくられる

1916　この頃、湾内青年団により、姫沼が

　　　 造成される

1923　利尻富士が「北海道三景」の

　　　 １位に選ばれ、翌年石碑を建立

　　　 この頃、北防波堤ドーム建設のため、

　　　 モペシ爆破し石材を調達

1927　綱島貞助顕彰碑建立

1928　鬼脇港着工

1936　稚内利礼航路開航

1956　鬼脇村・鴛泊村合併し東利尻村を設置

1962　利尻空港開港

1964　沓形大火

1974　利尻礼文サロベツ国立公園指定

1990　東利尻町から利尻富士町へ町名変更

1994・2009 利尻富士町役場遺跡発掘調査

2018　ヒグマが106年ぶりに渡島

　　　 天皇皇后両陛下ご来島

明治時代

大正時代

昭和時代

平成時代

れい　わ

令和時代

近
代
・
現
代

え   ぞ   ち

え　ど

江戸時代
近
世

い　ち　ばん

1600・チャシの築造

1604　松前慶広、アイヌとの交易権を得る

1669　シャクシャインの戦い

1716　この頃より場所請負制度が盛んになる

1783　天明の大飢饉、蝦夷地でも深刻化

1809　間宮林蔵、間宮海峡を発見

1854　アメリカ艦隊、箱館入港

　　　 続いてペリーも来航

1644　正保国絵図に「リイシリ」が描かれる

1670　この頃のアイヌの人口約300人

1696　朝鮮人李志恒ら漂着

1704　禅僧空念、納経のため来島

1765　近江商人岡田家、リイシリ場所を請負う

　　　 この頃、すでに奥の院が建立されて

　　　 いたといわれる

1808　会津藩士の墓碑建立

　　　 （本泊、鴛泊、種富町）

　　　 この頃、間宮林蔵、利尻山に登る

1823　近江商人藤野家、リイシリ場所を請負う

　　　 文政・天保年間に、厳島神社・

　　　 北見神社建立、本泊などの各神社に

　　　 鳥居や灯篭など奉納される

1834　今井八九郎、利尻島を測量する

　　　 （測量図は重要文化財）

1846　松浦武四郎来島

1848　ラナルド・マクドナルド野塚に渡島
五稜郭（函館）

1804　蝦夷三宮寺

　　　（伊達、様似、厚岸）

1856　宗谷護国寺

1878 札幌時計台

1886 樺戸集治監庁舎

1888 道庁赤れんが庁舎

1913 モヨロ貝塚の発見

1916 函館ハリストス正教会

1931 稚内赤れんが通信所

1936 北防波堤ドーム

2019年10月発行　利尻富士町教育委員会

1912

1926

1989

2019

本州の時代区分 北海道の時代区分 利尻島のおもな出来事と文化財 そのほかの遺跡と文化財

佐藤雅彦、寺島宏平、中田為吉、中村和之、西谷榮治、吉田満・冨貴子、利尻町立博物館（敬称略）

利尻郷土史研究会1986「利尻の石碑」、北海道新聞社2001「年表でみる北海道の歴史」、利尻富士町教育委員会

2005「りしりふじの文化財⑳」、杣田美野里・佐藤雅彦・宮本誠一郎2006「利尻・礼文自然観察ガイド」、西谷榮治

2012「利尻島の碑」、利尻富士町2017「利尻の島暦」・2019「鬼脇の島暦」（フェノロジーカレンダー）

杣田美野里・宮本誠一郎2019「礼文・利尻　花と自然の二島物語」

より詳しく利尻のことを学習したい方は、下記施設へお越しください。

・利尻の遺跡や漁業遺産については、カルチャーセンター・りっぷ館へ

・利尻の自然や歴史文化については、利尻島郷土資料館、利尻町立博物館へ

写
真
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供
・
参
考
資
料

1868

利尻島における人口

第1次豊漁期

第2次豊漁期

第1次不漁期

衰退期

「このパンフレットは、公益財団法人北海道市

町村振興協会（サマージャンボ宝くじの収益金）

の助成を受けて作成しています。」
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稚内 礼文

礼文

丘珠・千歳

りしりふじ文化遺産マップりしりふじ文化遺産マップりしりふじ文化遺産マップ
リイシリ～ヒトと一万年間
　北の日本海にうかぶ利尻島は、約20～10万年前に火山活動がはじまったといわれます。もっと古くから誕生していた礼文島とともに2島がほぼ現在のすがたになったのは約1万年前で、ちょうどヒトが住

みはじめた旧石器時代に相当します。利尻島の豊かな森や水、海の幸は、縄文中期（約4,500年前）になるとヒトの定住を促し、以来ヒトが住みつきました。北方から移動してきたオホーツク文化の人びとは、

イヌやカラフトブタを飼養しながら豊富な海の幸を糧に、交易も行なっていました。その後、島はアイヌにより「リイシリ（高い島）」と名付けられました。その名の通り、遠くはサハリンから望めるその山容は、航海

者にとってランドマークとなり、信仰の対象ともなりました。そして、近代以降は本州各地から人びとが移住し、地域色あふれる文化が周囲64ｋｍをめぐる各地区に形成されました。島の形成史からみれば、

ヒトの歴史はほんの一瞬ですが、ここには古代の遺跡をはじめ、漁業遺産や社寺、石碑などヒトの息づかいが

感じられる文化遺産がちりばめられています。このマップを手に、たくさんの文化遺産をぜひ見つけてみてください。

山頂の利尻山観測所（1897年）

仙
法
志


